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論文審査の要旨及び担当者 
 
報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Does social interaction influence the effect of cognitive intervention program?A 
     randomized controlled trial using Go Game 
     （社会的交流は認知介入プログラムの効果に影響するか？囲碁を用いた無作 
      為化比較試験） 
 
 
 高齢化社会において認知症対策は喫緊の課題であり、効果的な介入プログラムの開発
が必要である。本研究は、知的活動や社会的交流等による認知的予備力の向上が認知機
能の低下抑制に重要であることに着目し、高度な知的刺激を含有し、長期に取り組むこ
とのできる囲碁を活用した介入プログラムの開発と効果評価を行った。研究の結果、囲
碁が高齢者のワーキングメモリ、特に視覚性ワーキングメモリへ効果的であることが示
唆された。 
 審査では、囲碁の介入によりVisual Memory Span Test（VMST）の得点が向上したこ
との臨床的意義と、生活の質への影響について問われた。視覚性ワーキングメモリは空
間的な位置情報の把握や処理に関係するため、外出時に目的地に到達することや、料理
等の生活機能の維持に影響すると回答された。また、他のゲームではなく囲碁である必
要性について問われた。囲碁は打つ手の選択肢が多く、最適な一手を推論する過程で多
面的に注意を向ける必要があり、他のゲームよりも強い知的刺激を含むと考えられる。
一方で、ルールは簡単で難易度の調整が可能であることから、幅広い認知機能の高齢者
を対象に適用できる点が特徴であると回答された。介入プログラムの長期的な効果や脳
構造へ与える影響について問われ、活動の継続が重要であり、研究対象者の自主継続支
援を進めていることから、継続して調査すると回答された。次に、一般高齢者への囲碁
の適用性について問われた。現段階では不明だが、社会実装に向けて今後検討が必要で
あると回答された。一方で、上達が困難な対象者の意欲が低下するリスクと精神面への
対策について問われ、勝敗ではなく楽しみ考えることを強調することで対策したと回答
した。今後、疾患を絞ったアプローチを検討しているかという問いについて、アルツハ
イマー型認知症やパーキンソン症候群、前頭側頭型認知症、認知機能低下のリスクであ
る糖尿病などに対し異なったアプローチの方法が考えられると回答された。対象者の基
本属性の均質性について問われ、認知機能に影響を及ぼす疾患や、向精神病薬等の内服
のある対象者は除外しており、生活の背景に群間で有意な差はみられないため、極度な
偏りはみられなかったと回答した。最後に、ワーキングメモリの定義と結果の解釈につ
いて問われ、情報の保持と処理を行う能力であり、VMSTの下位尺度であるForwardタス
クは情報の保持、Backwardタスクは情報の処理の部分を反映していると回答された。一
方で、Forwardタスクは注意機能や短期記憶、Backwardタスクの結果をワーキングメモリ
と解釈した方が適切であり、社会的交流の有無による介入効果に差があるとは必ずしも
言い切れない可能性があるとのアドバイスがあり、今後検討が必要と回答された。 
 以上、今後の検討事項はあるものの、研究はよく計画されており、囲碁がワーキング
メモリに効果的であることは認められており、有意義な研究であると評価された。  
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